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活動の目的

　フォトコンテストの活動を核として、地区住民どうし、移住希望者と
地区住民のつながり、高齢者世代と若い世代のつながりといった人と人
とのつながりをもたせる。その一連の取り組みの中で、さまざまな情報
交流を行うことで、コミュニティの活性化や地区への移住・定住の促進
を図る事業を行っていく。

活動の内容及び経過

4・5月	・今年度の活動内容の確認会議、企画会議
	 ・具体的な内容についての企画会議
6月	 ・	広報発信（フォトコンテスト作品募集）⇒ポスターを町内外へ

掲示・作品募集のチラシ町内全戸配布
	 ・	インターネットは個人のフェイスブック等で、作品募集　及び

広報活動開始
7月	 ・山手夏祭りの準備
	 ・地域住民のファミリーフォト撮影　⇒　作品作成
	 ・作品の集計　⇒会場掲示のフォト作品の作成
8月	 ・フォトコンテスト会場の準備
	 ・フォトコンテスト事前審査（町、新聞社、各種団体と連携）
	 ・フォトコンテスト会場審査⇒結果発表・表彰（山手夏祭りの場で）
9月	 ・フォトコンテスト等の反省及び今後の取組の確認
	 ・フォトコンテスト応募の礼状等送付
10月	 ・フォトコンテストカレンダー作成準備
11月	 ・フォトコンテストカレンダー作成
12月	 ・フォトコンテストカレンダー送付と礼状送付

活動の成果・効果

◇地域の再発見と情報発信のプログラムづくり
　○	　「山手フォトコンテスト」の取り組みを核として、地域住民、移

住・定住希望者、訪問者等を巻き込んだ取り組みを探っていった。
　・	地域住民にとって⇒チラシやポスターを作成し、町内全戸への配布

し、フォトコンテスト開催の啓発、応募参加の呼びかけをすること
で、自分たちの育つ地域のよさを見直したり再発見したりするきっ
かけを作ることができた。

　・	移住・定住希望者（新規農業従事者）にとって⇒フォトコンテスト
への参加や作品の展示会場作り等を通じて、新しく農業を始めた地
域のよさを発見したり、地域住民とのふれあいや情報交換の時間を
つくったりすることができ、移住・定住へのきっかけや移住後の安
心感等の思いをもつことができた。

　・	訪問者等にとって⇒作品の応募や夏祭りへの参加を通して、訪問者
自身が山手地域のよさをPRしたり、町内外へ情報発信（フェイス
ブック等を通じて）したりするきっかけをつくることができた。フ
ォトコンテスとの作品を、フォトカレンダーにまとめ、応募者や町
内外へ配布した。地域の再発見につながると同時に、町内外へ地区

のよさを発信することができた。また、これらの流れを、来年度以
降も継続していけるようなプログラムに結びつけることができた。

◇地域再発見、情報発信の取り組みを発表する場づくり
　○	　8月「第3回山手夏祭り」の場を、フォトコンテストの取り組みの

発表の場と捉え、昨年度の夏祭りの内容に加え、施設や会場全体を
フォトコンテストの一つの作品として表現できる形を模索してきた。

　　	　治部邸という地域の財産を活用し、どのような会場にするかとい
った話し合いや実際の会場づくりへ、移住・定住希望者（新規農業
従事者）に積極的に参加してもらえるように声かけをしたり、その
様子をホームページに掲載したりといったことである。それらを通
じて、来年度へ向けてのさまざまな課題も含みながらも、一つの形
として、フォトコンテストを実施することができた。

◇地域再発見、情報発信の基地づくり
　○	　フォトコンテストの取り組みを通じて、行政や地域住民、移住・

定住希望者（新規農業従事者）、訪問者等どうしの情報や連携の様
子をまとめたり、一連の活動を発信したりしていくことで、本団体
がお互いの連携を進める基地としての機能を探っていくことができ
た。来年度は、さらに充実させていきたいと考える。

今後の課題と問題点

・	　フォトコンテストへの応募等に、地域の20～50代の参加は比較的多
かったものの、地域住民のほとんどが高齢者のため、夏祭り当日に、コ
ンテストへの投票としての参加はあったが、高齢者世代の本活動への
直接的な参加が少なかった。

・	　昨年の反省や課題をもとに、山手夏祭りの会場全体をフォトコンテ
ストの作品としてとらえた会場づくりはできた。しかし、展示の仕方
や審査方法、コンテスト後の作品の扱い等について、細かい修正やさ
らなる工夫が必要であると考える。

地区のよさや魅力に目を向ける「フォトコンテスト」で町外に発信
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